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肝十 二 指腸間膜 の 郭清 を と も な っ た 胃切除後 の 病態 を， 特 に 胆 道運動機能 の面か ら 解明 す る た

め
， 雑種 の 成熟イ ヌ をも ち い て

， 胆道系 に 分布 す る神経 を温存 し た 胃切除 俳郭清瓢 と ． 肝十二 指腸間

膜の郭清 を加 え た 胃切除く郭清瓢 の 2 群 を作製 し ， 胃切 除軋 直後 ．
4 遇後 ， 8 週 後 に 胆嚢運 軌

O dd i 筋運動
，
胆道 の病理 組織を含む形態学的な ら び に細 菌学的検索 を行う と 同時に

，
C h ol e c y st o k i n i n

くC C Kl 分泌の検索 を， 胃切除後 4 週 後に 無処置の イ ヌ を対照群 と し て ， 非郭清瓢 郭清群 に つ い て 行 っ

た 0 胆嚢基礎圧
，
セ ル レ イ ン 負荷後の 胆嚢絶対収縮圧 は非郭清軌 郭清群と も に 4 過 軋 8 週後 に 胃切

除前 に比 べ 低 い 値 を示 した が
， 両群間に 差 を認 めな か っ た ．

一 方
，
セ ル レ イ ン 負荷後の 胆嚢収縮圧 は 非

郭清群， 郭清群 とも に 全経過 を通 じ て変化 なく t 両群間に も差 を認め な か っ た － O d d i 筋基礎圧 は郭清群

に お い て 4 遇後
，
8 週後に 胃切除前に 比 べ 低い 値 を示 し ， 非郭清群 に 比 べ 有意 に 低 か っ た ， しか し

，

O d d i 筋振幅
， 収縮回 数は非郭清群 ， 郭清群 とも に 全経過 を通 じて 変化な く

， 両 群間に 差 を認 め な か っ

た ■ セ ル レ イ ン 負荷後の O dd i 筋基礎圧 ， 振幅 は非郭清瓢 郭清群 とも に 4 週後
，
8 週後に 胃切 除前に

比 べ 低い 値 を示 した が
，
両群間 に 差 を認 めず

，
セ ル レイ ン 負荷後 の O dd i 筋収縮回 数は両群と もに 全経

過を通 じて 変化な く ， 両群間 に も差 を認め な か っ た ． 空腹時胆嚢面積 は非郭清群 ， 郭清群 と も に 4 過

敏 8 週 後に 胃切 除前に 比 べ 高い 値 を示 し
， 両群 間に 差 を認め な か っ たが

， 胆管径は 4 過後 ． 8 遇後 に

非郭清群 ， 郭清群 と も に 胃切除前 に 比 べ 高し掘 を示 し ， さ ら に 郭清群 に お しユて は非郭清群に 比 べ 有意 に

高い 値 を示 し た ． 胆嚢胆汁培養陽性率は非郭清猟 郭清群の 両群問 に 差 を認め な か っ た が
， 病理組織学

的所見で は 非郭清群 に 比 べ
， 郭清群に お い て 胆嚢リ ン パ 液胞 の 形 成が 高頻度か つ 高度 に観察さ れ ト 胆管

で は非郭清群 に お い て変化 を認め な か っ た の に 対 し ， 郭清群 に お い て は胆管炎を示 唆す る所見が観察さ

れ た ． 空腹 吼 な ら び に 食餌負荷後の 血 中 C C K 濃度 は対照群 に 比 べ
， 非郭清群， 郭清群 とも に 高 い 値

を示 し， 両群間 に 差 を認め な か っ た ． 以上 よ り
， 肝十二 指腸間膜 の 郭清を と も な っ た胃 切除後 に は ，

O d d i 筋の基礎圧 の 低下
， 胆管径 の 拡張が認 め られ ． 胆汁の う っ 滞や 胆道内の 逆行性感染 が郭清 を加 え

な い 場合 に 比 べ 高度と な る こ と か ら
， 胃切除後の 結石形成が促進 さ れ る も の と推論し た ．

E e y w o r d s g a s t r e ct o m y ， di s s e cti o n of t h e h e p a t o d u o d e n al li g a m e n t ，

b ili a r y m ot o r a cti v it y ， b ili a r y s t a sis ， bili a r y in f e c ti o n

胃切除後 ， ある い は 迷走神経切離後 に は胆石 症 をは 能の 評価が 比 較的容易と な り， 胃切 除後の 胆嚢運動機
じめとす る胆嚢病変が発生し や すい こ とが 従来よ り 報 能異常 に 関す る知見 が集積さ れ つ つ あ る 州 一

方 ，

告され て き た
1I － 3I

， 近年 ， 腹部超音波 を は じめ と す る 画 胃切除後の 胆 道運動機能 を解明 す る際 ， 胆嚢運 動 と と

像診断法の 発達に よ り ， 特 に 胆嚢 を中心 と し た 運動機 も に Od di 筋運 動の 解明 も重 要な 問題で あ るが
．
こ の

A b b r e vi a ti o n s ニ C C K
，
C h ol e c y s t o k i ni n 三 E R C P ， e n d o s c o p i c r e t r o g r a d e c h ol a n gi 0 ．

p a n C r e a
－

ti c o g r a
l
p h y 三 O d di 筋

，
O d d i 括約 筋 ニ R I A ， r a di oi m m u n o a s s a y ニ 胃切後胆 石 ， 胃切除後胆 石

症二 部清群 ， 肝十 二 指腸間膜の 郭清 をと もな っ た胃切除 二 非郭清群 ， 肝十 二指腸間膜の 郭清を
ともなわ な い 胃切除
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点に 関 す る臨床的 ， 実験的な 知見 は い まだ 少な い
川 12，

と こ ろ で
，
最近 で は 良性潰瘍 に 対す る 胃切 除術が減少

し
，
その

一 方 で 胃癌に 対 する 胃切除術が広 く行わ れ て

い る ． と り わ け進行胃癌 に 対 し て は ， 肝十 二 指腸間膜

を は じめ と す る広範な郭清を と も な っ た胃切 除術が
一

般的 とな っ て お り ， 肝十二 指腸間膜 の 徹底的 な郡清 に

ょ り術後の 急性胆嚢炎や胆石 症 が 高率に 発症 す る と の

報告も ある
即 3，

． こ の よ う に ， 郭清 をと も な っ た 胃切除

後の 胆道運動橡能を解明す る こ と は臨床的に も き わ め

て重 要な 問題 で ある が ，
こ の 間題 に 関す る 実験的な研

究 は い ま だみ られ な い －

そこで今臥 著者は雑種の 成熟イ ヌ に 肝十二 指腸間膜

の郡清をともな っ た胃切除をお こ ない ，
胃切除に お け る肝

十二指陽間瞑郭清の 胆道運動機能 に 与 える影響 を検討 し

たと こ ろ
．
いくつ かの興味 ある知見 を得た の で報告す る ．

対象お よ び方 法

I ． 実験動 物 お よび 作製法

体重 9 －1 4k g の 椎種の 成熟 イ ヌ を 使用 し た ． 術 前約

24 時間絶食の 後 ．
塩酸ケ タ ミ ン 15 m gJ k g ，

硫 酸ア トロ

ピ ン0 ．0 2 5 m gノk g を筋注し ，
チ オ ペ ン タ

ー ル 7 － 5 m gl

k g 静注に て導入 後 ，
た だ ち に 気管内挿管 を お こ な っ

た ． その後 ，
ミ オ ブ ロ ッ ク 0 ． 1 m gノk g に て 筋弛緩 を

得 ， 酸素， 笑気 に て 調節呼 吸 を お こ な っ た ．

1 ． 非郭清群 の 作製法

上腹部正中切開 に て 開腹後 ，
大網 を 膵下線 に て 結

蘇 ， 切離線 を脾臓側 ， 十二 指腸側に す す め 1 右 胃大網

動脈を結染 ， 切 離し た ． な お
．
胃切除範囲を 一 定に す

る ため
．
左胃大網動脈 の 胃壁 へ の 血管 2 本 を 温存 し

た ． つ づ い て 右胃動脈 を胃壁流 入部 で 結紫 ，
切離

，
十

二 指腸断端を閉鎖後 ， 左胃動脈下行枝 を 2 本 ． 結勢 ，

切離 し ， 胃の 切 離線 を決定 した ． 以上 の 操作 に よ り胆

道系に 分布す る 神経 を温存 した 胃切 除 をお こ な い ，

ビ

ル ロ ー ト 2 法に よ り残胃と 空 腸 を全層
一

層縫 合に て 再

建 した ． 術中の 輸液 は乳酸加 リ ン ゲ ル 液 500 m lノh r を

使用 し ，
術後 に は 5 ％ブ ド ウ糖加電解質液1 00 0 －15 0 0

m ll d a y を使用 し た ． 術後の 輸液は ， 外頸 静脈 よ り 中

心 静脈内に 留置 した カ テ
ー

テ ル よ り 4
－ 7 日間 お こ な

い
． 抗生剤 くフ ル マ リ ン

R
o ． 5 gノd a yl を 4 日 間投与 し

た ． 経 口 摂取 は 3 －5 日 目よ り 徐々 に 分量を ふ や し て

1 日 1 回お こ な い ， 鶏頭や 肉缶詰 を適量与え た ． 以 上

の 手術後 ， 耐術し 4 週間以 上 経過し た も の を非郭清群

く4 週間経過 n ニ 5 ， 8 週間経過 n ニ 51 と し ， 各時点に

お い て再 開腹 し ，
以 下に 述 べ る 種々 の 測定 をお こ な っ

た ． な お ， 今 回の 実験 の 測定 に 際 し ． 総胆管の 切開 を

お こ なう が ， 測定後 に 総胆管切 開創 を閉鎖 ， 修復す る

谷

こ と は
，
イ ヌ の 総胆管が きわ めて 細い た め 技術的に困

難で あ り ，
た と え修復 で き た に せ よ ， 胆 汁う っ 滞の原

因と な る 可能性 が あ り本実験 に は適 さ な い ■ 以上 の よ

う な 理 由 で 1 頭 の イ ヌ を経時的に 追跡す る こ と が不可

能な こ と か ら ， 胃切 除前な ら び に 胃切除直後の デ
ー

タ

の 測定 は以 下の よう に お こ な っ た ． 開腹後 ，
ただち に

胆嚢 ，
総胆管 を同定 し ， 胆蛮管 を結繁 ， 総胆管 を切開

し測定 を お こ な っ た もの を非郭清群の 前値と した ． つ

づ い て 胃切除 を お こ な い ，
測定 した も の を非郭清群の

直後 の 値 と し た くn ニ 5ト つ ま り ， 前な ら び に 直後の

デ ー タ は 同 一 の イ ヌ に よ る変化 を ， 4 週間後 ， 8 週間

後の デ
ー

タ は 異 なる イ ヌ の も の で ある く図 1 ト

2 ． 郭清群の 作製法

上 記 の 胃切除 に 加 え ， 肝十二 指腸間膜 を中心 こ郭清

を追加 し た も の を郡清群 と しだ ． す な わ ち
，
総胆管，

門脈 ， 総肝動脈 ， 胃十 二 指腸動脈 ，
お よ び 腹腔動脈周

囲の リ ン パ 節 や リ ン パ 管 ， 神経 ，
結合組織 を完全に摘

除 し， 小網 を肝十二 指腸問膜左緑 よ り食道裂孔に い た

る ま で 肝下面付着部 で胃と と も に 切除 し た ． 本操作に

よ り ト 胆道系 に 分布 す る迷走神経肝枝 は も とよ り交感

神経系の 成分も ほぼ 完全 に切離さ れ た こ と に なる ■ 術

中，
術後の 管理 は非郭清群と同様 に お こ な い ， 耐術し

4 週間以 上 経過 した もの を郭滞群く4 週 間経過 n
二 5

，

8 週間経過 n こ 引 と し て ， 非郭清群と同様 の 測定をお

こ な っ た ． ま た
，
前 な ら び に 直後の デ

ー

タ も 非郭清群

と同様 に も と め た くn
ニ

引く図 1 1 ，

H ． 測 定項 目 なら び に 方法

1 ． 胆道内圧 か ら の 検 討

実験動物作製と同様の 方法で 全身麻酔下 に 開腹後，

以 下の 測定 をお こ な っ た ．

1 1 胆嚢運動

開腹後 卜
胆嚢を同定 し ， 胆 嚢管 を結軋 胆嚢を閉鎖

系と した ． 胆嚢 底部 に タ バ コ 縫合 をか け ， 中心 に あけ

た 小 孔よ り 7 フ レ ン チ の マ イ ク ロ チ ッ プ 庄 ト ラ ン ス

デ ュ ー サ ー く日本光電社 ， 東 副 を胆嚢内に 挿入 ， 固定

した ． ト ラ ン ス デ ュ
ー サ ー は ア ン プ を 内臓 し たポリグ

ラ フ R M 6 0 0 0 く日本光電社 ， 東 剰 に 接続し ， 大気圧

を ゼ ロ と し て ， 胆 嚢 内の 基礎圧 を測定 し た ．
つ づい

て ， 外 因性負荷 に 対 す る 胆嚢収縮能 を検討す る目的

で
，
セ ル レ イ ン0 ． 2 声 g ノk g を静 注 し ，

5 分 後の 収縮

圧
，
な ら び に 絶 対収縮圧 く基礎圧 ＋ 収 縮酎 を測定し

た ．
こ れ ら の 測定を 非郭清群 ， 郭清群の 前 ， 直後，

4

過後 ，
8 週後 に 行 っ た く図2 I ．

2 1 0 d d i 筋運動

総胆管 を同定後 ，
長軸 に対 して横方向に 胆管に切開

を加 え ， この 切開孔よ り十二 指腸側に 6 フ レ ン チの
マ
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イ ク ロ チ ッ プ 圧ト ラ ン ス デ ュ
ー

サ
ー

を挿入 ，
受 圧 部 を

O dd i 筋部に 留置し ， こ の 部の 圧 変化を胆嚢運動 と同

様 の 方法で
，
大気圧 をゼ ロ と し て 測定し た ． 挿 入後 5

－

1 5 分間 は刺激に よる O dd i 筋の 興奮 を認め た た め ．

約30 分間運動 を観察 し ， 運 動が 安定 した と こ ろ で ．

O d d i 筋の 運動性 を ，
基 礎圧 ，

振幅
，
1 分間あ た り の 収

縮 回数の 3 つ の パ ラ メ
ー

タ
ー

で 表現 した ． つ づ い て
，

セ ル レ イ ン0 ． 2 メ gノk g を静注 し ， 負荷後5 分間の基礎

圧 ， 振幅 ， 収縮回数 を記録 し， そ の 平均値 を負荷後 の

デ ー タ と した ． こ れ ら の 測 定 を 非郭清群 ， 郭 清群 の

前 ， 直後 ，
4 週後

，
8 遇後 に 行 っ た く図 2 ト

2 ． 胆道の 病理組織 を含 む形態学的 ，
な ら び に 細 菌

学的検討

い 空腹時胆嚢面積 な ら び に 総胆 管径の 計測

非郭清群 ， 郭清群 の各群 ．
各時期 に お い て ， 開腹後

す べ て の操作 に 先だ っ て胆嚢の 長径 ，
短 径

，
総胆管径

を計測し た ． 胆嚢の長径 X 短径 を も っ て空腹時胆嚢面

横 と した ． 総胆管径の測定部位 は十 二 指腸 の 上 線

1 c m と した ．

2コ 胆 嚢内胆汁培養

非郭清群 ， 郭清群の各群 ，
各時期 に お い て ， 胆 嚢運

動測定後
，
胆嚢内よ り胆汁 を約0 ． 5 m l 無菌的 に 滅菌 ス

ピ ッ ツ ， 滅菌嫌気ポ ー

タ
ー に 採取 し ． 細菌培養検査 に

供 した ．

3 I 病 理組織学的所見

非郭清群， 郭清群の 各群 ．
各時期に お い て ， 胆嚢運

動，
O d d i 筋運動測定後， イ ヌ を犠牲死 さ せ ， 胆嚢 ， 胆

管， 乳頭部を 含む十 二 指腸 を取り出 し ，
10 ％ホ ル マ リ

ン に て固定し た ． 胆嚢は長軸に 沿 っ て 切 開を加 え ，
1

検体 に つ き 4
－

6 切片 を作成 ， 乳頭 部は ． 胆管 ，
乳頭

部を含 む長軸方向に 対 し切片 を作成し ， パ ラ フ ィ ン包

埋後 へ マ トキ シ リ ン ． エ オ ジ ン 染色 をお こ な い ， リ ン

パ 球浸潤 ． リ ン パ 櫨胞形成 ． 線 維化 の 程度 を観察 し

た ． 胆 嚢リ ン パ 櫨胞形成の 程度 は ，
い ず れ の 切 片に も

認め な い 卜1 ， 1 切 削 こ1 ， 2 個認 め る く＋1 ， 1 切 片

に 3 個以 上 か つ 全て の 切片 に 観察 さ れ る く＋ 十ン の 3

段階に 分類 した ．

3 ． C h ol e c y st o k i n i n くC C K l 分泌 の 検討

い 血 中 C C K 洩度の 測定

非郡清群 ， 郡清群 の イ ヌ が 術後 4 週 を経過 した 時点

に お い て
，
任意に 非 郡清群の 5 頭 ， 郭清群の 4 頭 を用

t l て ， 食餌負荷前な ら び に 負荷後 5 ， 1 0 ， 2 0 ，
3 0

，

6 0
，
9 0

，
1 2 0 分後の 血 中 C C K 濃度を O A L 6 5 6 抗体く大

塚 ア ッ セ イ 研究所， 徳島1 を も ち い た放射免疫 ア ッ セ

イ くR工A I 法に て 測定 した
14－

． 食餌負荷と して は ， 肉缶

詰 360 g くど タ ワ ン ビ
ー フ R トを使用 し

，
採血 は外頸静脈

谷

よ り 中心 静脈内に 留置し た カ テ ー テ ル よ りお こ ない
，

水冷 した E D T A ， トラ ジ ロ ー ル 入 り採血管 に 採取
， た

だ ち に 血 祭を 分離 し ，

－

8 0 度 に て 測定 ま で 保存した ．

な お
， 対照 と して無処置 の 正 常の イ ヌ 6 頭 を使用 した

く対照群ト な お ，
測定感度以下くく7 ． 5 p gノm りの デ ー

タ

は7 ．5 p gノm l と して あ つ か っ た ．

m
． 実験成績 の 統 計学 的検討

デ ー タ は す べ て 平均士標準誤差 に て表 し た ． 非郭清

群 ， 郭清群の 2 群間の 平 均値 の差 の検定 ，
なら び に同

一 群間で の 各時期に お け る平均値 の差 の 検定 に は
，
二

元 配置分散分析 を用 い た ． ま た
． 血 中 C C K 濃度の 差

の 検定 に は ノ ン ． パ ラ メ ト リ ッ ク な K r u sk al － W allis

の 方法 を用 い た ． 2 群間の百 分率の差 の 検定 に はカイ

2 乗検定 を用 い p く0 ． 0 5 を有意差あり と し た ．

成 績

工 ． 胆 道内圧 か らの 検討

1 ． 胆嚢運動

1 1 胆嚢基 礎圧 の 経時的推移

非郭清群 で は ，
前1 1 ．5 士1 ． 1 m m H g ， 直後14 ． 9 士1 ．7

m m H g と 変 化 を認 め な か っ た が ，
4 週後6 ． 6 士1 ．3

m m H g ，
8 週 後7 ．4 士1 ． O m m H g と 4 過後 ，

8 週 後で

は前 に 比 べ 胆 褒基礎圧 の 有意の 低下 を認め た ．

一 方
，

郭 清群 で は
，
前1 3 ． 3 士 2 ． O m m H g ， 直 後1 4 ． 8 士 1 ． 7

m m H g ， 4 週 後7 ． 1 士0 ． 4 m m H g ， 8 過 後5 ． 9 士0 ． 2

m m H g と 4 遇後 ，
8 過 後 に は前 に 比 べ 胆 表基礎圧 の

有意 の 低下 を認 め た が ， 非郭清群 ， 郭清群の 両群間に

は差 を認 め な か っ た く図3 ト

2 う セ ル レ イ ン負 荷後 の 胆 嚢収縮圧 の 経時的推移

非郭清群 で は
，
前9 ． 7 士 1 ． 4 m m H g よ り直後に6 ， 8 士

0 ． 7 m m H g と 低下傾向を認め た が ，

．
4 週後7 ． 9 士0 ．3

m m H g ，
8 遇後7 ． 5 士1 ． 3 m m H g と 回 復傾向を示 し ，

前に 比 べ 差 を認め な か っ た ． 郭清群 に お い て も 前9 ．6

士 0 ． 9 m m H g よ り 直後6 ．6 士 1 ． O m m H g ， 4 過 後7 ．8 士

0 ． 8 m m H g ， 8 週後9 ． 0 士0 ． 4 m m H g と非郭清群と同様

の 推移 を示 し
，
両群 間に 差を認 め な か っ た く図4 1 ．

3 う セ ル レ イ ン 負荷後の 胆嚢絶対収縮圧 の 経時的推

移

非郭清群 で は ， 前21 ． 2 士 1 ． 9 m m H g ， 直後21 ．7 士 1 － 7

m m H g と変化 を認め な か っ た が ，
4 過後1 4 ． 5 士 1 ．5

m m H g ， 8 週後14 ． 9 士0 ． 8 m m H g と 4 週 後 ，
8 週後で

は前 に 比 べ 絶対収縮 圧 の 有意の 低下を認 め た ． 郭清群

に お い ても
， 非郭清群と ま っ た く 同様 の 推移 を示し，

前22 ． 9 士2 ． 2 m m H g ， 直後21 ． 4 士 2 ． 4 m m H g ，
4 過後

1 4 ． 9 士0 ． 9 m m H g ， 8 週後14 ． 9 士 毎0 ． 4 m m H g と4 過

後 ， 8 過後 に は前 に 比 べ 絶対収縮 庄 の 有意の 低下を認
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4 5 0

めた ． しか し
，
非郭清群 ， 郭清群の両群間 に は羞 を認

め な か っ た く図 5I ．

2 ． O d d i 筋運動

1 1 0 d d i 筋基礎圧 の経時的推移

非郭清群 で は ， 前15 ． 8 士2 ． 4 m m B g ， 直後13 ． 5 士1 ． 3

m m H g ， 4 過 後11 ．6 土0 ． 7 m m H g ， 8 週 後14 ． 3 士1 ． 5

m m 王i g と全経過 を通 じ基礎圧 に 変化 を認 め な か っ た ■

一 方
，
郭清群 に お い て は ， 前17 ． 3 士2 ． 3 m m H g ， 直後

16 ． 3 士1 ． O m m E g と 変化 を認め なか っ たも の の ，
4 遇

後6 ． 9 土0 ． 3 m m H g ， 8 遇後8 ． 9 士0 ． 8 m m H g と 4 週後 ，

8 週後 に は前 に 比 べ 基礎圧 の有意の低下 を認 め た ． さ

ら に ， 両群間 の羞 に つ い て み る と ，
郭清群 に お い て は

4 過後， 8 過後 い ずれ の 時期 に おい て も非郭清群 に 比

べ 基礎圧 の有意の低下 を認 めた く図 6 1 ．

2 1 0 d di 筋振 幅の経時的推移

非郭清群 で は ， 前1 7 ． 9 士3 ． 4 m m H 臥 直後15 ．3 士3 ． 6

m m H g と変化 を認め な か っ た が ，
4 過 後に は10 － 3 士

2 ． 1 m m H g と低下傾向 を認め た － し か し ， 8 週 後 に は

14 ． 0 士1 ．7 m m H g と回 復傾向 を示 し た ．

一 方 ， 郭清群

に お い て は
， 前16 ． 5 士 1 ． 5 m m H g ， 直後1 2 ． 6 士 2 ． O

m m H g ， 4 遇後14 ． 9 士1 ． 5 m m h g ， 8 週後15 ． 5 士3 ． 1

m m H g と 全経 過を通 じ ほ ぼ
一 定 に推移 し ， 差 を 認 め
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な か っ た ． さ ら に ， 両群 間の差 に つ い て み る と ， 4 濁

後に 非郭清群 で は郭清群 に 比 べ 振 幅の低下傾向を認め

たが ， 直後 ，
8 週後 に お い て は差 を認め な か っ た く図

7 ト

3 コ O d di 筋収縮 回数 の経時的推移

非郭清群 で は ，
前8 ． 8 士1 ． 6ノ分 ， 直後8 ． 4 士1 ．9ノ分と

変化 を認め な か っ た が ，
4 週後11 ． 4 士0 ．7ノ分 ， 8 週後

8 ． 0 土1 ． 1ノ分 と 4 週後に や や 高値 をと る 傾向を示 した．

一 方 ， 郭清群 に お い て は ， 術 前9 ． 0 士1 ． 5ノ分， 直後7 ．2

士1 ． 7ノ分 ，
4 週後10 ． 0 士1 ． 0ノ分

，
8 遇後9 ． 9 士0 ． 5ノ分

と直後 に や や 低値 を と る傾向 を示 した ． しか し
， 非郭

清群 ， 郭清群 の両群間に は差 を認 め な か っ た く図81 ．

4 1 セ ル レ イ ン 負荷後 の O dd i 筋基礎圧の経時的推

移

非郭清群 に お い て は ， 前20 ， 1 土2 ． 3 m m H g ， 直後

1 7 ． 7 士2 ． O m m H g ， 4 過後13 ． 3 士1 ． O m m H g ， 8 週後

12 ． 9 士1 ． O m m H g と 4 週後 ，
8 週 後 に は前 に比 べ セ ル

レ イ ン 負荷後 の O d d i 筋 基礎圧 の有意 の低下 を認め

た ．

一 方
． 郭清群に お い て も ， 前20 ． 5 士2 ． 2 m m 壬i g ， 直

後2 5 ． 0 士 3 ．5 m m H g ， 4 週後9 ． 8 士0 ． 9 m m H g ， 8 週後

10 ． 1 士0 ． 8 m m H g と 4 過後 ，
8 過後 に は 前に 比 べ 有意

の 低下 を認め た ． さ らに
， 非郭清群 ，

郭清群の 2 群間

了チ ヲ恵
．

Pr e G a 4

T i m e a f t e r g a s t r e ct o m Y くw e e kl

F i g ． 5 ． C h a n g e s o f g all b
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n o n
．di s s e c t e d g r o u p ニ ■， d i s s e c t e d g r o u p － E a c h V a l u e r e p r e s e n t s th e

m e a n 士S ．E ． M ．
i n fi v e d o g s ． 宙 8 z 十 ， r e f e r r e d t o

F i g ． 3 三 P r e 8 t G a ， r e f e r r e d t o

F i g ． 3 ．
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の羞に つ い て 検討 す る と ， 直後に は郭清群 が非郭清群

に比べ 高値の 傾向を示 し ， 4 過 後，
8 過後 に は郭清群

が非郭清群に 比 べ 低値の 傾向 を示 し た が ， 両群間 に 有

意差を認 めな か っ た く図 91 ．

5う セ ル レ イ ン 負荷後の O dd i 筋振幅 の経時的推移

非郭清群 に お い て は ， 前33 ． 4 士3 ． 3 m m H g ， 直 後

26 ．6 士1 ． 2 m m H g ， 4 週後14 ． 7 士 5 ． 2 m m H g ， 8 遇 後

18 ．4 士3 ． 9 m m H g と 4 週後 ，
8 週後 に は前 に 比 べ セ ル

レイ ン 負荷後 の O d di 筋振幅の 有意の低下を認め た ．

一 方 ， 郭清群 に お い て も ， 前30 ． 9 士2 ． O m m H g ， 直 後

28 ．0 士5 ． 4 m m H g ， 4 遇後17 ． 5 士2 ． O m m H g ． 8 過後

18 ．4 士2 ． 9 m m H g と 4 週後 ，
8 週後 に は前 に 比 べ 有意

の低下を認 めた ． しか し， 非郭清群
， 郭清群の両群間

には差を認 め なか っ た く図101 ．

6 1 セ ル レ イ ン 負荷後 の Od di 筋収縮回 数の 経時的

推移

非郭清群 にお い て は ， 前9 ． 8 士 1 ． 6ノ分
，
直後1 0 ． 9 士

1 ．0ノ分， 4 週後1 0 ．8 士0 ．9ノ分 ， 8 週後9 ． 8 士1 ． 8ノ分 と

差を認めなか っ た ．

一 方
， 郭清群に お い て も 前9 ． 5 士

1 ，5ノ分， 直後9 ． 9 士1 ． 0ノ分，
4 遇後9 ． 8 士 1 ．0ノ分

，
8 過

後9 ．8 士0 ． 8ノ分と 差を 認 め な か っ た ， さ ら に ， 非 郭清

軋 郭清群の 2 群 間に つ い ても 各時期に お い て差 を認

めなか っ た く図1 1ト
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口 ． 胆 道の 病 理組織 を含む 形態学的 なら び に 細菌学

的検討

1 ． 空腹 時胆嚢面積の 経時的推移

非郭清群 に お い て は
， 前13 ． 3 士0 ．6 c m

2

， 直後13 ． 3 士

0 ． 6 c m
2

と 変化 を認 め な か っ た が
，
4 週後2 4 ． 0 士2 ． 4

C m
2

，
8 週後2 3 ．5 士2 ． 眈 m

2

と 4 週後
，
8 遇後に は 前に

比 べ 空腹 時胆嚢面積 の有意の増大 を認め た ．

一 方
， 郭

清群に お い て も 前12 ． 9 士0 ．5 c m
2

， 直後12 ． 9 士 0 ．5 c m
2

，

4 週後26 ．3 士2 ．2 c m
2

，
8 週後26 ． 9 士 1 ． 7 c m

2

と 4 過後
，

8 過後 に 有 意の増大 を認め た ． さ らに
， 非郭清群 ， 郭

清群の 両群間の差 に つ い て み ると ， 郭清群に お い て は

4 過後
，
8 遇後 に

， 非郭清群 に 比 べ 空腹時胆轟面積の

増大傾向を認 め たが 有意の も の で は な か っ た く図12J ．

2 ． 胆管径の 経時的推移

非郭清群 に お い て は， 前1 ． 8 士0 ． 2 m m
， 直後1 ． 8 士

0 ． 2 m m と 変 化 を認 め な か っ た が ， 4 週後3 ． 1 士0 ． 1

m m
． 8 週後3 ． 5 士0 ． 3 m m と胆 管径 は経時的 に 増大 を

示 し ， 4 週後 ， 8 過 後に は前 に 比 べ 有意の 増大 を認 め

た ．

一

方 ， 郭清群に お い ても
，
前1 ．9 士0 ． 2 m m

， 直後

1 ■9 士0 ． 2 m m
，
4 週後5 ． 6 士 1 ． 1 m m

，
8 週後6 ． 4 士 1 ． 2

m m とや は り経時的 に増大 を示 し ，
4 週後

，
8 週 後 に

は前 に 比 べ 有意の 増大を認 めた ． さ ら に
， 非郭清群

，

郭清群の 2 群間の差 に つ い てみ る と
， 郭清群 に お い て
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は 4 週後 ，
8 遇後 に 非郭清群 に 比 べ 胆管径 の 有意の 増

大を認め た く図1 31 ．

3 ． 胆 嚢胆汁培養

非郭清群 ， 郭清群と も 前， 直後 に お い て は培養陽性

例 を認め な か っ た ． 非郭清群 に お い て は ，
4 週後 に 1

例 ，
8 遇後に 1 例 ， 計 2 例の 陽性例 を認め た ．

一 方
，

郭 清群 に お い て は ，
4 遇後 に 2 例 ，

8 週後に 2 軋 計

4 例の 陽性例 を認め たが ，
両群問 に 差 を認め な か っ た

く表 い ．

4 ． 病理組織学的所見

谷

1う 胆嚢

胆嚢上皮 は ， お お むね 正 常に 保 た れ て い たが ， 上皮

下 に は リ ン パ 球 が円形 に 集簾 し ， 中心 に 芽中心 をも っ

た リ ン パ 遽胞 の形成 を み る例 を認 めた ■ その 頻度は
，

非郭 清群 の直後 に は み ら れ な か っ た もの の ，
4 過後に

1 例 ，
8 遇後 に 1 例 ， 計 2 例 の リ ン パ 櫨胞形成例を認

めた ．

一 方
，
郭清群 に お い て も直後 に は リ ン パ 櫨胞形

成例 を認 め な か っ た もの の ，
4 遇 後 に 2 例 ， 8 週後に

4 例 ， 計 6 例 と経時的に リ ン パ 液胞 形成頻度は増加し

た ． さ ら に ，
リ ン パ 液胞形成 の 程度 で は ． 非郭清群の
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リ ン パ 液胞形成例 2 例 は い ずれ も く＋1 で あ っ た の に

対 し ， 郭清群 の リ ン パ 液胞形成例 6 例 は
． く十1 2 例，

く十 十1 4 例 と リ ン パ 櫨胞 の 形成程度 に お い て も
，
郭清

群 は非郭清群 に 比 べ 高度 で あ っ た ． ま た
，
4 過後

，
8

週後の 胆嚢胆汁培養陽性例 ，
も しく は リ ン パ 液胞形成

例の頻度を検討す る と
， 非郭清群 3 例 ，

3 0 ％で あ っ た

の に 対 し ， 郭 清群 8 例 ，
8 0 ％と郭清群に お い て有意 に

高頻度 で あ っ た く表 1 ， 表 2 ， 図14I ．

2う 胆管

非郭清群 に お い て は ， 各時期 と も 胆管の 上 皮は保 た

れ
，
リ ン パ 球 浸潤等の 慢性炎症 を示 唆す る所見 を認 め

なか っ た ． 郭清群 に お い て は ， 4 週 後に 1 例 ，
8 遇後

に 1 例
，
計 2 例に 胆管上 皮 の剥脱 と リ ン パ 球 の浸潤 ，

胆管付属腺の増生を認 め
，
胆管 炎の 既往 を示 唆 す る所

見が得 られ た く図1 引．

3 1 乳頭郡

非郭清群 ， 郭清群 の い ず れ に お い て も乳頭部 の浮

腫
，
リ ン パ球 浸潤 ， 線椎化 を認 め る 例は な か っ た く図

161 ．

m
．
C b o l e c y s t o k i n i n くC C E I 分 泌 の 検 討

1 ． 空腹時血中 C C K 濃度

食餌負荷前の 血中 C C K 濃度 を み る と ， 対照群8 ．7 士

0 ． 8 p gl m l ， 非郭清群1 4 ， 0 士2 ． O p gl m l ， 郭 清群1 3 ． 9 士

1 ． 6 p gノm l と非郭清群 ， 郭 清群 で は 対照群 に 比 べ 空腹

時血 中 C C E 濃度が 有意 に 高値 で あ っ た ． しか し ， 非
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S e Ct e d g r o u p ニ ■， d i s s e c t e d g r o u p ． E a c h v al u e

r e p r e s e n t s th e m e a n 士 S ． E ． M ． i n f o u r t o si x

d o g s ．
＋

， p く 0 ． 0 5 c o m p a r e d t o c o n t r ol g r o u p ．

谷

郭清群 ， 郭 清群 の 両群間 に差 は み ら れ な か っ た 憫

1 7ト

2 ． 食餌負荷後の 血中 C C K 最高濃度

食餌負荷後の 血中 C C K 最高濃度 に つ い て みる と
，

対照群13 ． 1 士1 ． 3 p gl m l ， 非郭清群29 ． 1 士 5 ． 3 p gl m l
．

郭清群22 ． 3 士1 ． 7 p gノm l と 非郭清群 ， 郭清群 で は対照

群 に 比 べ 有意 に 高値 を示 した － しか し
， 非郭清瓢 郭

清群の両群間 に 差 はみ られ な か っ た く図1 引．

考 察

近年
， 腹部画像診断法の発達と あ い ま っ て

， 胃切除

後 に 胆石が高率 に 発生す る こ と が 報告 さ れ
1 畑 朝川 1 胡

， 注

目 をあつ めて い る ． 第1 7 回 日本胆道外科研究会に お い

て も胃切除後胆石症く胃切後胆石い こ関 す る 全国アン

ケ ー

トが お こ なわ れ た ■ その 結果 に よ る と
， 胃切 後胆

石 は
，
ど リ ル ビ ン カ ル シ ウム 石 ， 黒 色石 をは じめとす

る色素石 の 割合が多 い ， 総胆管結石症の割合が通常胆

石症 に比 べ 高 い ， 胆汁 中の 細菌培養陽性例 の 割合が高

い
， な どの 特徴 を有す る こ と が 明 らか と な っ た

t5I
． こ

の よう な特徴 を も つ 胃切後胆石の 成因と して は
， 腹部

超音波検査 に よ る胆嚢収縮率の検討か ら ， 術後の 胆糞

収縮能 の低下が報告 され
Sト 10l

， そ の原 困 と し て 胃切除

に と も な う 迷走神経肝枝 の 切 断 が 考 え ら れ てき
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胃切除後 の 胆道運動機能異常 に 関す る 実験的研究

た
1 掴

． し か し
，
展性潰癌に 対 す る胃切 除 に お い て は ，

必ずしも迷走神経肝枝 は切断さ れ る と は限ら ず ． 胆 嚢

運動横能の 変化が単 に 胃切 除 に よ っ て 起 こ る の か ， ま

た胃切除の 際の 二 次 的な迷走神経肝枝の 切断に よ る も

の かは明らか で は な い ．

一

方 ． 胃癌に 対す る 広範 な リ

ンパ 節郭清 をと も な っ た 胃切除後に は ， 高率に 急性胆

嚢炎や胆石症が発生 す る との 報告も み ら れ
醐 31

，
こ の 原

因として肝十二 指腸間膜内リ ン パ 節 郭清に よ る胆嚢 の

血行障害
17，

， 胆道 系に 分布 す る ， 迷走神経肝枝 は も と

よ り交感神経成分の 切断
町用
な どが 考 え られ て い る が ，

その実態は明ら か で は な く ．
ま た実験的な研究 も み ら

れな い ． さ ら に ， 良性 潰瘍 に 対 す る 胃切 除術が減少

し
， 胃癌 に対 す る 胃切除術 が

一 般 的 と な っ て い る 現

在
，
胃癌術後 の 胆道運動機能 を解明 す る こ と は臨床的

にも重要であ る ． そ こ で 今回 ， 著者 は雑種の成熟イ ヌ

を用 い て胆道系 に 分布 す る神経 を温存 し た胃切除と ，

肝十二 指腸間膜の 郭清 を加え た胃切除 を お こ な い ，
そ

の 術後の推移 をお も に 胆道運動機能の 面 か ら解明 し，

胃切除に お ける 肝十 二 指腸間膜郭清の影響 を検討 し

た ．

臨床上 ， 胃切除後 の 胆嚢運動 を評 価 す る 方法と し

て
，
腹部超音波に よ る 方法が広く 用 い ら れ て い る が ，

現在まで の知見と し て ， 胃切除後に は 空腹時胆嚢面積

の増大が みら れ る と い う 点 で は大方の 意見の 一 致 を み

てい る
脚 帥 巧

． ま た
，
ダ イ ヤ ン 顆粒内服

5 冊 171
に よ る 内

因性 C C K 負荷 や ，
C C K 類似物質で あ る セ ル レ イ ン 筋

注の外因怪魚荷
7ト 10，
に よ る胆嚢収縮率の 検討 で も ， 収

縮率の低下 と い う 点 で はや は り 大方 の 意見 の 一 致 をみ

ている よう で あ る ． 今回 ， 著者は胆 嚢 を 閉鎖系 と し ，

その内圧変化か ら術後の 胆嚢運動機能 を評価した ． そ

の結果， 胃切除後 に は 肝十二 指腸間膜郭清の 有無 に か

かわらず ， 胆嚢内基礎圧 の 有意 の 低下 と とも に ， 胆嚢

の有意の 拡張を認め た ． 従 っ て ， 胃切除後 に み られ る

胆嚢の 緊張性低下 の 山 次的な原因は
， 迷走神経肝枝 を

主とする 神経切離に よ る
1 郎

も の で は な く
，
胃切 除後 そ

のもの に よ る変化 で あ る こ と が 強 く 示 唆さ れ た ．

一

方 ， セ ル レイ ン 負荷後 の 胆嚢収縮圧 の 変化 に つ い て み

ると
， 負荷後の 収縮圧 は 胃切 除前後 で 変化が み ら れ な

か っ た もの の
， 胃切除後 に 胆嚢内基礎圧 が 低下 す る こ

とを考慮に い れ て
， 負荷後の 変化 を 絶対収縮 圧 の 点 か

ら検討す ると
， 胃切除後 に は郭清の 有無に か か わ ら ず

絶対収縮圧 の 有意の 低下 を認め た ． こ の 結果 は
，
胆 嚢

の収縮に際 しそ の 支配神経 はさ ほ ど積極的な意味 を持

たない と する J o h n s o n ら
2一

，
P a rk i n ら

20一

，
P ell e g ri n i

ら
21I

の結果を支持 す る も の で あ っ た ． と こ ろ で
， 胆 嚢

収縮能を規定す る因子 の 1 つ と し て今 臥 胆嚢 を閉鎖

45 9

系と し た場 合 の 圧 変化か ら そ の 収縮能 を検討 した わ け

で あ るが ， 胃切除後 に み られ る胆嚢の 拡張 ． 絶対収縮

圧 の 低下 と相 ま っ て ． 胆 嚢内 の 胆汁が う っ 滞 をき た し

や す い こ とが 推察さ れ ， 実際胆嚢内胆汁培養の結果で

も郭清 の 有無 に か か わ ら ず， 胃切除後 に は陽性例を認

め た こ とよ り ， 胆嚢運動機能の 変化が 胆 嚢内の胆汁の

う っ 滞 ， 感染 に 大 き く関与 し て い る と考 えら れ た ．

臨床例 に お い て ， 胃切 除後の 胆道機能の う ち
， 阻喪

運動 に 比 べ O d di 筋運動 に 関す る報告は少 な い
1 山

． 教

室 で は従来よ り ， 胆石症 に 対す る 下部胆道付加手術 の

適応 を決定す る 目的で 可 変式負荷胆道内圧測定法 に よ

り ，
O d d i 筋 を含む胆道系全体の 機能把握 を行 っ て き

た
2 －

． 本法の 特徴 は ， 短時間に しか も簡単 に 術中 に 付

加手術の 適応 の有無 を決定で き る こ と で あ る が
，

一

方
，
O d d i 筋運 動の 詳細な解析に は限界が あ る こ と も

事実で あ る ． 1 9 7 7 年 A r n d o r f e r ら
23，
は

． 食道 内圧 検査

の 鋭敏 な 方法 と し て
， 微 量 水 濯流法 くh y d r a u ri c

C a pi11 a r y i n f u si o n 法1 を 開発 し た が ，
こ の 方 法 を

O dd i 筋運動 の 測定 に 応用 して ．
こ の 部の 運動 の 鋭敏

な測定 が可能 と な っ た ． さ ら に ， 三 谷ら 瑚 は カ テ ー テ

ル の 先端 に 受 圧 郡 を有す る マ イ ク ロ チ ッ プ圧 ト ラ ン ス

デ ュ
ー

サ
ー

を も ち い て O d d i 筋運動の測定が可能で あ

る こ と を報告 し た ． こ の 圧 ト ラ ン ス デ ュ ー サ ー

をも ち

い る と微量 水湾流法 に 比 べ
，
ド リ フ ト現象と 言わ れ る

記録 の 際 の 波形の乱れ が 少な く
，
安定 し た波形の 記録

が可能で あ る ． こ れ ら の 方法 を用 い て ， 内視 鏡的逆行

性胆管膵管 造 影くe n d o s c o pi c r e t r o g r a d e c h ol a rl gi 0 －

p a n c r e a ti c o g r a ph yJ 下 に O d d i 筋の 運動 を記録 し た

報告も み られ る が
卸，

， 胃切除後
， 特に ビ ル ロ ー ト 2 法

再建後の よ う に ， 技術的 に E R C P が 不可 能 な 症例 も

あ り
， 必 ず しも 術後の 症例 に 対 し 有効 な方法 で は な

い ． こ の よ う な 理 由で ， 臨床例に お い て は胃切 除後 の

胆嚢運動ほ ど
，
O d d i 筋運動に 関し て は 解明 が 進 ん で

い な い の が現状 で あ る ． と こ ろ で
，
M u ll e r ら

25，
は 実験

的 に ， 胆嚢と O dd i 筋の 間に 密接 な協調運動 が存在 す

る こ と を 示 し ， ま た W y a tt ら
26I
は

， 胃 や 胆 嚢 と

O ddi 筋と の 間 に ，
W e b b ら

34，

は胃と O dd i 筋 と の 間に

密接 な協調運動 が存在す る こ と を示 し， これ らが お も

に 神経 を 介し た 反射 であ る こ と を報告 した ． 胃切除後

に は ， 体液性 の 変化 と共 に こ れら 神経性 の 協調運動が

欠落 し ， 胆嚢運動の みな ら ず O d di 筋運 動 に お い ても

何ら か の 変化が 発生 する こ とが 推測さ れ る こ と よ り
，

著者 は今 回の 実験 に お い て全 身麻酔下 に 総胆管 を切 開

し
，
O d d i 筋運動 を マ イ ク ロ チ ッ プ 圧 ト ラ ン ス デ ュ ー

サ
ー

を も ちい て 測定す る こ と と した ．

胃切 除後の O d di 筋運動 を， そ の 基礎圧， 振幅 ， 収
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縮 回数 の 3 つ の パ ラ メ ー タ ー

を も ち い て解 析 し た結

果， 肝十 二 指腸間膜 を中心 と した 郭清 をと も な う 胃切

除後に は術前 ， 直後に 比 べ 術後 4 週 ，
8 遇に お い て

，

基礎圧 の有意 の 低下 を認 めた ．

一 方
，
郭清 を と もな わ

な い 胃切除後 に は ， O d d i 筋基礎圧の変化 を認 めず ，

郭清を と も な っ た胃切除後の基礎圧 の低下 は ， 郭清 を

と もな わ なt l 胃切除後 4 週 ，
8 週 の 基礎圧 と比 べ て も

有意 に 低値 であ っ た こ と よ り ， そ の 変化 は肝十 二 指腸

間膜 を中心と した郭清 の 結果 である と 考 えら れ た ． こ

の 変化 は
一

見す る と胆汁の排出 に 有利 に 働い て い る と

も解釈 で き る ． しか し
， 十二 指腸内腸液の胆管内 へ の

逆流防止弁 と し て O d di 筋が 機能 し て い る との 観点に

た て ば
31l

，
O d di 筋基礎圧 の低下 は胆道内の逆行性感染

を促進す る と も考 え られ る ． 病理 組織学的 に 胆嚢の リ

ン パ 温胞 形成の有無 に つ い て み る と ， 郭清 を と も な っ

た胃切除後 に は ， 郭清 を と も な わ な い 胃切除後 に 比 べ

リ ン パ 液胞の 出現 が ， 高 率 か つ 高度 で あ っ た ． 武藤

ら
27I
は胆嚢摘出症例の胆嚢 を病 理組織学的に 検討 した

結果， 胆嚢 に み ら れ る リ ン パ 液胞 の 形成 は， 持続 的か

つ 強力 な阻喪内の細菌感染の結果み られ る も の で ある

と し
，
ま た

， 中城 ら
加，

は胆石症 と し て 摘 出され た胆嚢

の う ち リ ン パ 濾胞性胆嚢炎 と診断 され た 例に つ t l て 免

疫組織学的に 検討 し た結果 ， 本症 の 発生 に は細菌感染

に対す る B リ ン パ 球 を 中心 と し た ， 局所免疫機構が大

き く関与 して い る こ と を報告 し た ． 彼ら の報告に よれ

ば
， 胆嚢の リ ン パ 濾胞 の 形成 は ，

胆 嚢内の細菌を直接

証明す る の と同等か ， そ れ以 上 に 胆 嚢内の細菌感染 の

既往 を強 く疑わ せ る 証拠 と考 え られ た ． こ う い っ た観

点に た っ て
，
胆糞内細菌培養陽性例 ， も しく は 胆嚢リ

ン パ 濾胞形成例の頻度 をみ る と ， 郭清 を とも な っ た 胃

切除後 に は ， 郭清 をと も な わ な い 胃切除後 に 比 べ て ，

有意に 胆嚢内の細菌感染 を疑わ せ る所見が高率 で あ っ

た こ と
，
さ ら に 郭清 を と も な っ た 胃切除後には 2 例， 胆

管炎の 所見 が観察 され た こ と よ り ，
O d d i 筋 基礎 圧 の

低下が ， 胆道 内の逆行性感染 と密接 な関係 に ある こ と

が強 く示 唆さ れ た ．

次 に ，
セ ル レ イ ン 負荷後 の O dd i 筋運動に つ い て考

察す る ． O d d i 筋運動 の 波形 を記録す る こ と が 可能 と

な っ て か ら 現在 に 至 る ま で ， 種 々 の 薬 剤 に 対 す る

O dd i 筋 へ の作用 が研究さ れ て き た ． な か で も 胆道運

動 に 密接 な関わ り をも つ C C K や その 類似物質 とさ れ

て い る セ ル レ イ ン に 関 して の 研究 は数多 い が ，
こ れ ま

で の知見 を要約 す る と ， C C K は ヒ ト
2 9l

，
ネ コ

諷 l
に お い

て は O dd i 筋 を弛緩 ，
オ ポ ッ サ ム

31I

，
モ ル モ ッ ト

霊l

，
ウ

サ ギ
郵
に お い て は O dd i 筋 を興奮 させ ，

イ ヌ に お い て

は 弛綬
粥I
させ る と い う 説 ，

興奮 閲 させ る とい う 説両者

谷

が み ら れ る ． ま た
，
今回の 実験で 使用 した セ ル レ イ ン

に つ い て み る と
，
ヒ ト

37I

， イ ヌ
誠，
O d d i 筋 を弛緩さ せる

と す る 報告が あ る 一 方 ， 著者 の 実験 で は O d di 筋の著

明な 興奮 を認め た － こ の 見解 の 相違 の 理 由 と し て
，

C C K や セ ル レ イ ン の O d d i 筋 に 対す る種特異性
．
なら

び に 薬剤の 投与量 ， 投与方法の差 ，
O d d i 筋 運動の測

定法の相違な どが 挙げら れ る ■ 事 実
， 著者は胆嚢摘出

手術の 際 ，
セ ル レ イ ン0 ． 2 JL gl k g を静注 し ， O d di 筋

の 反応 を検討 した が ，
ヒ ト に お い て は O d di 筋の著明

な弛緩 を観察 し た ． い ずれ に せ よ ， イ ヌ の 手術前には

セ ル レイ ン に 対 し O dd i 筋は 基礎圧 ， 振幅の 上昇を伴

う著明な興奮 を認 め た わ け で あるが ， 胃切除後4 i軋

ある い は 8 過後 に は 郭清の 有無 に か か わ らず Od di 筋

の興 奮性の有意の低下 を認め た ．
つ ま り

， 胃切除後に

は郭清の有無に か か わ ら ず， 胆 嚢や O dd i 筋の セ ル レ

イ ン に 対す る運動能の低下が起 こ り ， そ の結果
，
空腹

時血 中の C C K 濃度 は負の フ ィ ー ド バ ッ ク機構に より

む し ろ高値 に 維持 され ， 食餌負荷後 に も過剰 の CC王く

が放出さ れ て い る と推察 され た ．

さ て
， 胃切除後 の セ ル レ イ ン 負荷後 の 胆 糞 ，

O ddi

筋運 動の 変化 を 血 中 の C C K 動態 の 面 か ら 考察した

が
，
は た して 生理 的な状況 に お い て胆汁 の有効 な排出

は い か に して お こ な わ れ て い る の で あ ろ う か ． 小野
矧

は
，
術中に シ ネ をも ちい て 胆管内の造影剤の Oddi 筋

を通 して の 排泄状況や ， 放射性同位元素 をもち いた胆

道 ス キ ャ ン に よ る検討か ら ， ヒ トに お い て は Od di 筋

の 弛綾期 に こ そ有効 な胆汁排出が行わ れ る こと を主張

し た ，

一 方
，
W a tt s ら

36，

はイ ヌ を も ち い た 実験 に お い

て
，
C C K を 負荷 し た際 ，

O d d i 筋 は持続的な興奮を示

す が
，
胆管 内に ごく微量 の生理 食塩水 を濯流してその

胆 管内圧 を 記録 した場合 ，
C C K 負荷後 に 胆管内の産

流圧 は 十 二 指腸 の
一

過性 の 興奮期 に
一 致 して 上昇した

後 ， 持続的な 低下を み る こ と か ら ，
O d d i 筋 の 興奮期

に こ そよ り 効果 的 な 胆汁 の 排出 が行 わ れ る と報告し

た ． こ れ ら の 2 つ の 説 は相反 す る も の と し てとらえら

れ て い るが
，
先 に 述 べ た ， C C K や セ ル レ イ ン に対す

る Od d i 筋の 種特 異性 を 考慮に い れ た場合 ，
い ずれの

場合 に も合目的的に 胆汁排出が行わ れ て い る とも解釈

で き る
31I

． 著者も O dd i 筋の 弛緩期 に 胆汁が排出きれ

る と い う小 野 の 意見 に は賛同す るが ，
こ れは O d di 前

の 律動的な 運動 を 1 つ ず つ に 分解 して み た場合の現象

で あ り
，
O d d i 筋の 運動を

一

定時間み た 場合 ，
その弛

緩期 に 排出さ れ る 胆汁の総量 は胆汁流量 ， 胆管内圧そ

の 他多 くの 因子 に よ り規定さ れ る も の で あ り，
一 概に

後者の 説が 誤 り で あ ると は断定 で き ない と考える t と

こ ろ で
， 郭清 を と も な っ た胃切除後 に 胆管径は術前

に



胃切除後 の 胆道運動機能異常 に 関す る実験的研究

比べ 著明 な拡張を認 め た ． こ の 原因と して
， 郭清に よ

る胆管周囲の支持組織 の 欠落 に よ る 影響 を差 し引 い て

も
，
術後の セ ル レ イ ン に 対す る 反応 の 低下 や O dd i 筋

の基礎圧の 低下 が大 き く関与 し ， 胆 汁の う っ 滞 を引 き

起こ した結果と推察 され る ． 郭清を と も な わ な い
，
す

なわち胆管周囲に 機械的な操作 を加 え て い な い 胃切除

後に お い て も術前 に比 べ 胆管径の 有意 の 拡張 を認 め た

ことは ， 術後の セ ル レ イ ン に 対す る Od d i 筋 の 反 応の

低下が ト
胆汁排出に お い て 不利 な方向に 働 き

，
胆管内

の胆汁の 容量 負荷か ら胆汁う っ 滞 を き た し ， 胆管の 拡

褒をきた し た結果と考 えら れ た ．

胃切除後 に み ら れ る胆石 の 種類 は ， ど リル ビ ン カ ル

シ ウム 石くど石J ， 黒 色石 な どの 色素石 が 多い と い わ れ

ている が
，
こ の 両者 は それ ぞれ 異な っ た 機序で 生成 さ

れる と考えら れ て お り 叫
， 同じ胃切除後 と い う 病態 で

あり なが ら ，
そ の成 因は分類 して 考 える べ き で あ る ．

臼井ら
ヰ1，
は胃切 除後腹石症53 例 に つ い て

， 結石 の 種 類

別に胆嚢胆汁培養 ， 胆汁組成 を検討 した と こ ろ ，
ビ石

の形成をみ た例 は全例 ビル ロ ー

ト2 法再建例 で あ り ，

胆汁中の細菌も高率 に 認め た こ と よ り胃切除後 の ど石

生成 に お ける細菌感染の 重 要性 を示 し た ． ま た
，
黒 色

石に お い て も半数以上 に細菌感染 を認 め る もの の
，
胆

嚢胆汁組成 に つ い て み る と ，

一 般黒 色石 に 比 べ 胃切除

後に みら れ る黒 色石 で は胆汁軌 リ ン 脂質濃度の 低下

及びイ オ ン化 カル シ ウム 濃度の 高値が特徴的で あ る こ

とから ， 胃切除後の 黒色石形成 に お ける 胆汁組成 の 変

化の 重要性 を示 した ． 今 回の 著者の 実験 に お い て ， 郭

清をとも な っ た 胃切除後 に は胆嚢の リ ン パ 櫨胞 の 形成

が高率， か つ 高度 で あ り
，
胆管炎の 所見 をみ る例 も観

察さ れた こと か ら
， 肝十 二 指腸問膜 の 郭清に よ り胆道

内の 逆行性感染 が ． 郭清 を加 えな い 場 合に 比 べ 高率 に

発生し特に 色素石 の 中 で も 細菌感染と密接 な関係 を も

つとさ れる ど リ ル ビ ン カ ル シ ウ ム 右
側 M
の 形成 を促進 す

るもの と推測 され た ．

胆道運動を支配す る 体液性 の 国子 と し て
，
C C K は

その代表 的なも の で あ る が
， 胃切除 後の 血 中 C C K の

動態を胆道運動と の 関連 か ら検討 した 報告 は以 外に 少

ない ， H o n 痛 z ら
い

は 胃切 除後 ， 特に ビ ル ロ ー

ト2 法

再建後に は
， 食餌摂取後の C C K 分泌 が 障害され ，

こ

らが胆嚢炎の 発生や胆 石 の 形 成 に 関与し て い る 可能性

を指摘した ． し か し近年 ，
R I A 法 に よ る C C K の 特 異

的な測定が可能 と な り
， 胃切除後に は む しろ C C K は

多量に 分泌 さ れ て い る こ とが 明 ら か に さ れ つ つ あ る ．

H o p m a n ら
42I
は2 0 ％イ ン トラ リ ビ ッ ド 25 0 m ト経口 投

与後の血中 C C K を RI A 法 に て測定 した と こ ろ
， 胃切

除後患者で は健常人 に 比 べ 多量の C C K 分泌 を認め ，

4 6 1

ビ ル ロ ー

ト 1 法と 2 法 の再建方法 の 差は な か っ たと報

告し た ． ま た ，
工n o u e ら

瑚
は胃切 除後 1 カ月 に お い て

，

脂肪食摂取後の 胆垂収縮と C C K の 分泌 を検討 した と

こ ろ ， 胃切除後に は前 に 比 べ 脂肪負荷後 C C K 濃度の

急速 ， か つ 著明な上 昇と す み やか な低下 を認め ， それ

に とも な っ て
，
脱糞 は急速 な収縮と

， 最大収縮 に 達し

た後の 急速 な再拡張 を示 し， 胃切除後の 特徴的な食後

の C C E 分 泌動態 と それ に と もな っ て 変化す る胆糞運

動 を明 ら か に し た 一 著者の 実験に お い ても ， 食餌 負荷

後の み な ら ず空腹時に も 胃切除後 に は血 中 C C K 濃度

の 高値 を認 め
，
胃切除後に 観察さ れ た胆道運動機能異

常が ． 血 中 C C E 動態と密接な関連 をも つ 可能性が う

か が わ れ た ．

と こ ろ で
， 今回 の 実験 に お い て 胃切 除に お ける 肝十

二 指腸間膜 の 郭清に よ る胆道運動 へ の 影響 は ，
O d d i

筋の 基礎圧 低下と な っ て著明に あら わ れ たが
， 著者は

こ の 変化の も っ と も大き な原因を間膜内の 広範な神経

切離 に よ る も の と 考 え て い る ． そ の理 由の 1 つ と し

て
， 間膜 内の リ ン パ 管 の 損傷 に よる影響 は

，
リ ン パ 流

の う っ 滞 か ら O dd i 筋 を含む 十二 指腸 の 浮腰 と な っ て

あ らわ れ ， む し ろ基 礎圧 を上 昇さ せ る 方向に 働 く と考

え るか ら で あ る ． ま た ， 肝十 二 指腸間膜内の 郭清に よ

り迷走神経肝枝は もと よ り
， 胆道系に 分布す る交感神

経の 大部 分 も切離 され る こ と か ら
，
進行胃癌 に 対 し行

わ れ る郭清を と も な っ た胃切除後の 病態は
，
消化性潰

瘍に 対し行 わ れ る こ と の あ る
， 胃切除 に 幹迷切 を加 え

た も の と は お の ずと 異な っ たも の で ある こ と を強調 し

た い ．

以 上
， 胃切除後 に は胆 嚢 の 緊 張性 の 低下 ， 胆 嚢 ，

O d di 筋 の セ レ レ イ ン に 対 する運 動能の 低下
，
空 腹時

胆 嚢面積
，
胆管径の 増大 が認 め られ ．

こ れ らが 胃切後

胆 石 の 生 成 に 大 き く 関与 して い る と考え られ た ． さ ら

に
， 胃切 除 に 肝十 二 指腸間膜 の 郭清 を加 え る と

，

O d d i 筋基礎圧 の 低下 ， 胆管径 の 増大 が よ り 高度 と な

り ． 胆汁の う っ 滞 や胆道内の 逆行性感染が よ り高度と

なる こ と か ら 胃切 除後の 結石形 成が さ ら に 促 進さ れ る

もの と推論 し た ．

結 論

1 ． 胆 嚢基礎圧 ，
セ ル レ イ ン 負荷後の 絶対収縮 圧 は

非郭清群 ， 郭清群と も に 胃切 除 4 週後 ， 8 週 後に 低 い

値を 示 し たが ， 両群間 に 差 を認め な か っ た ． セ ル レ イ

ン 負荷後の 胆嚢収縮圧 は非郭清群
，
郭清群と い二 全経

過 を通 じ て変化な く ， 両群間 に 差 を認 めな か っ た ．

2 ． O d d i 筋基 礎圧 は胃切除 4 週後 ， 8 週 後 に 郭清

群 で は低い 値 を示 し ， 非郭清群と比 べ て も有意 に 低し1
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値 を示 した ．

一 方 ，
O d di 筋振幅 ， 収縮 回 数は全経過 を

通 じて 変化 な く ， 両群間に 差 を 認め な か っ た ．

3 ． セ ル レ イ ン 負荷後 の O dd i 筋基 礎圧 ， 振幅 は非

郭清群 ， 郭清群 とも に 胃切 除 4 週後 ，
8 過後 に 低 い 値

を示 した が
，
両群間に 差 を認 め な か っ た ． セ ル レ イ ン

負荷後 の O dd i 筋収縮回 数は 非郭清群 ， 郡 清群 と も に

全経過 を通 じて 変化な く ， 両 群 間 に 差 を認 め な か っ

た ．

4 ． 空腹時胆嚢両横は非郭清群 ，
郭 清群 と も に 胃切

除 4 週 後
，
8 週後 に 高い 値 を 示 した が ， 両群 間に 差 を

認め な か っ た ． 胆管径は 非郭清群 ， 郭 清群 と も に 胃切

除 4 過 後， 8 遇 後 に 高 い 値 を 示 し ， 郭清群 で は 4 週

後 ，
8 適後 に 非郭清群と比 べ て も有意に 高い 値 を 示 し

た ．

5 ． 胆盛胆汁培養 は非郭清群 ，
郭 清群 と も に 4 過

後
，
8 遇後 に 陽性例 を み た が ， 両群 間 に 差 を認 め な

か っ た ．

6 ． 胆道 の 病理 組織所見で は胆嚢リ ン パ 液胞 の 形成

が
， 郭清群 で は非郭清群に 比 べ 高頻度 か つ 高度 で あ っ

た ． 胆管に お い て は郭 清群 で胆管炎 の 所見 を認 め た

が
，
非郭措辞 に お い て は 認め な か っ た ．

7 ． 血中 C C K 濃度 は対照 群 に 比 べ 非郭清群 ， 郭清

群 とも に 空腹時 ， 食餌負荷後 い ずれ も 高い 値 を示 し た

が
， 非郭清群 ． 郭清群の両群間 に羞 を認め な か っ た ．

以 上 よ り
， 肝十 二 指腸間膜 の 郭清 をと も な っ た胃切

除後 に は O dd i 筋基礎圧 の 低下
，
胆 管径の拡張 が認 め

られ
， 胆汁の う っ 滞や 胆道内の逆行性感染が郭清を加

え な い 場合に 比 べ よ り高度と な る こ と か ら ， 胃切 除後

の 結石 形成が さ ら に 促進さ れ る も の と 推論し た ．
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re an d ab s ol u te c o n tr ac til e p r e s s ur e a fte r

c a er ul ei n l nJ e C tio n d e cr e a s e d o n th e
4 th an d 8 th w e e k a ft er g a str e c t o m y i n b ot h g r o u p s

－ T h e

sp hi n ct e r of O d di b a s al p
r e s s u re s h o w e d si g ni丘c an tl y l o w e r

l e v el s o n th e 4 th an d 8 th w e ek a R er

g a s u
e ct o m y in th e di ss e c te d g r o u p

l th a n in th e n o n
－ di s s e c te d g r o u p ．

r

m e sp h i n c te r of O d
di b a sal

pr e s s u r e a n d a m pli
t u d e afte r c a er ul ei n l nj e cti o n d e c re as e d o n th e 4 th an d 8 th

w e ed a ft er g a stre c to m y

i n b o th g r o u p s － F a sti n g g a11 bl ad d er c
ap ac lty l n C r e a S e d o n th e 4 th a n d 8 th

w e e k a ft e r g as tr ec t o m y
l n

b o th g r o u p s ， W hil e bil e d u c t di am et
e r S h o w ed si g nin c an tl y l arg er si z e s o

n th e 4 th a n d 8 th w e ek a fte r

g as tr e c t o m y in th e d i ss e c te d g r o
u p th an i n th e n o n

－ di s s e c te d g r o u p ． T h e p o si ti v e r at e
of bil e c ul ture

in th e di ss ec te d g r o u p w a s n o di ffe r e nt 加
m i n th e n o n － di ss e ct e d g r o u p ． h th e hi st o p a th

ol og lC

n n d in g s ， 1y m p h folli c ul a r f o r m ati o n i n th e g
al 1 bl ad d e r w as o b s e rv e d m or e ff e q u e n tly an d wi

d el y o n

th e 4 th an d 8 th w e ek af ter g a s tr e c t o m y l n th e di s s e c t ed g
r o u p th a n i n th e n o n

－di s s e c t ed g r o u p －

D eta c h m e n t o f 血e epit h eli un ，
l y m p h o c y te i n m t r ati o n an d

d u ct al p r olif e r a ti o n i n th e bil e d
u ct w all

w as o b s er v e d i n 2 c as e s 加 m th e di s s e c te d g r o up o n th e
4 th an d 8 th w e e k aft e r g as tr e c t o m y ， W

hile

t hi s w a s n o t o b s e r v e d i n th e n o n
－ di s s e c te d g r o u p ．

F a s ti n g a n d p o s tp r a n di a
l p l a s m a C C K

c o n c e n tr ati o n w a s th e s am e i n b oth g r o u p s ． I n c o n cl u si o n ， di ss e c ti o
n of th e h ep at od u od e n al li g a

m e n t

i n g a s B e Ct O m y ，
i n d u c e s d e c re a s ed t o n u s o f th e sp hi n c te r o f O d di an d d

il at ati o n of th e bil e d u c ら W hi ch

c a u s e bil e sta si s an d b ili ar y i n Le c ti o n J I t i s s pe C u l at e d th a t th e s e f a c
t or s p r o m ot e g al1 st o n e f o

r m ad o n

a 触 r g a s けe C t O m y ．


